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(57)【要約】
【課題】金属薄膜が、転写層のシート面の一部に形成さ
れている場合でも、高湿度環境下で長期間小泡抑制効果
が維持される装飾被覆を提供する転写シートを提供する
こと。
【解決手段】下地になる面に、水溶性樹脂層を図柄に応
じて部分的に形成する工程；その上に全面的に金属薄膜
を形成する工程；その上に全面的に分子量３００００～
７００００及び水酸基価１５０～２２０の非水溶性樹脂
を含む非水溶性樹脂層を形成する工程；及び水洗するこ
とにより、水溶性樹脂層、及び水溶性樹脂層の上方に存
在する金属薄膜の部位、非水溶性樹脂層の部位を除去す
る工程；を包含する、金属薄膜の図柄層を形成する方法
。
【選択図】図２
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　下地になる面に、水溶性樹脂層を図柄に応じて部分的に形成する工程；
　その上に全面的に金属薄膜を形成する工程；
　その上に全面的に分子量３００００～７００００及び水酸基価１５０～２２０の非水溶
性樹脂を含む非水溶性樹脂層を形成する工程；及び
　水洗することにより、水溶性樹脂層、及び水溶性樹脂層の上方に存在する金属薄膜の部
位、非水溶性樹脂層の部位を除去する工程；
を包含する、金属薄膜の図柄層を形成する方法。
【請求項２】
　下地になる面に、水溶性樹脂層を図柄に応じて部分的に形成する工程；
　その上に全面的に分子量３００００～７００００及び水酸基価１５０～２２０の非水溶
性樹脂を含む非水溶性樹脂層を形成する工程；
　その上に全面的に金属薄膜を形成する工程；及び
　水洗することにより、水溶性樹脂層、及び水溶性樹脂層の上方に存在する非水溶性樹脂
層の部位、金属薄膜の部位を除去する工程；
を包含する、金属薄膜の図柄層を形成する方法。
【請求項３】
　前記非水溶性樹脂層の乾燥厚みが０．０１～１．５μｍである請求項１又は２記載の方
法。
【請求項４】
　前記非水溶性樹脂層が、エポキシ樹脂、ポリオール、ポリビニルアルコール及びポリア
ミドからなる群から選択される非水溶性樹脂をバインダーとし、有機溶剤を溶媒とする溶
剤型塗料を用いて形成される請求項１～３のいずれか記載の方法。
【請求項５】
　前記水溶性樹脂層が、水溶性樹脂をバインダーとし、シリカを顔料とする水性樹脂イン
キを用いて形成される請求項１～４のいずれか記載の方法。
【請求項６】
　転写シートを構成する層のいずれかの面に請求項１～５のいずれか記載の方法を用いて
金属薄膜の図柄層を形成する工程を包含する、転写シートの製造方法。
【請求項７】
　転写層を構成する層として、請求項１～５のいずれか記載の方法により形成された金属
薄膜の図柄層を有する転写シート。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は金属薄膜の図柄層を形成する方法に関し、特に、転写シート等の装飾を構成す
る金属薄膜の図柄層を形成する方法に関する。
【背景技術】
【０００２】
　転写シートを用いてプラスチック部品や外装品のような物品の表面を保護又は装飾する
方法は従来から知られている。転写シートは、支持体である基体シートの片面上に転写層
が設けられた構成であり、この転写層が基体シートから物品の表面に転写される。物品の
表面に転写された転写層は樹脂や図柄が層状に積層された積層体であり、物品表面に保護
被覆や装飾被覆を形成する。
【０００３】
　装飾の一種として物品の表面に金属光沢の外観を付与するために、従来から金属薄膜を
有する転写シートが用いられている。
【０００４】
　例えば、特許文献１には、スズやインジウムを微細な島状構造になるように蒸着した層
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を用いた、金属光沢と絶縁性と電波透過性と静電スイッチと隣接しての使用適性を兼ね備
えた転写シートが記載されている。
【０００５】
　特許文献１の転写シートでは、金属薄膜は転写層のシート面の全面に形成されているが
、一部分に形成してもよい。ここでいうシート面とは転写層の主表面に並行な平面、すな
わち基体シートの主表面に並行ないずれかの平面を意味する。金属薄膜がシート面の一部
分に形成されている転写層は、金属薄膜が形成されていない部分を透明にすることができ
、例えば、ディスプレイパネルの周囲を金属色で装飾する用途に有用である。かかる用途
の転写層には、ディスプレイ部分の視認性を確保するのに十分な透明性、その透明性を経
時的に維持する性能が要求される。
【０００６】
　シート面の一部分に図柄層として金属薄膜を形成する方法には、例えば水除去法が挙げ
られる。水除去法を用いて金属薄膜をパターン化する操作は、具体的には特許文献２及び
３などに説明されている。
【０００７】
　水除去法とは、金属薄膜を支持する樹脂層の表面に、まず水溶性樹脂層を部分的に形成
し、その上に全面的に金属薄膜を形成し、次いで水洗により水溶性樹脂層とその上に形成
された不要な金属薄膜部位を除去し、部分的に金属薄膜を形成する方法である。水溶性樹
脂層の形成方法としては、グラビア印刷法、フレキソ印刷法、スクリーン印刷法などの印
刷法が挙げられる。その場合、水溶性樹脂層を形成する材料としては、たとえば、ポリビ
ニルアルコール、デンプン、アルギド、エポキシ、ポリウレタンなどに代表される水溶性
樹脂をバインダーとし、シリカなどを顔料とする水性樹脂インキが用いられる。
【０００８】
　しかしながら、このようにシート面の一部分に金属薄膜を形成した場合は、その金属薄
膜が形成されていない部分、特に金属薄膜との境目等に小泡（泡状欠陥）が発生し易いこ
とが明らかになった。また、このような小泡は、転写層である装飾被覆が高湿度環境下に
置かれた場合に特に発生し易い。
【０００９】
　かかる小泡は転写層の装飾機能を阻害し、転写層の透明性を低下させて、例えばディス
プレイに表示される情報を認識し難くしてしまう等の問題を引き起こす。小泡が発生する
原因は明確でない。しかしながら、金属薄膜を図柄化する際に使用する水性樹脂インキが
多少残存していて、その上に形成される樹脂層との密着が阻害されていることが考えられ
る。
【先行技術文献】
【特許文献】
【００１０】
【特許文献１】特開２００７－３２６３００
【特許文献２】特許第４０９６０２３
【特許文献３】特開平３－２６５４０号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【００１１】
　本発明は上記従来の問題を解決するものであり、その目的とするところは、金属薄膜が
、転写層のシート面の一部に形成されている場合でも、高湿度環境下で長期間小泡抑制効
果が維持される装飾被覆を提供する転写シートを提供することにある。
【課題を解決するための手段】
【００１２】
　本発明は、下地になる面に、水溶性樹脂層を図柄に応じて部分的に形成する工程；
　その上に全面的に金属薄膜を形成する工程；
　その上に全面的に分子量３００００～７００００及び水酸基価１５０～２２０の非水溶
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性樹脂を含む非水溶性樹脂層を形成する工程；及び
　水洗することにより、水溶性樹脂層、及び水溶性樹脂層の上方に存在する金属薄膜の部
位、非水溶性樹脂層の部位を除去する工程；
を包含する、金属薄膜の図柄層を形成する方法を提供する。
【００１３】
　また、本発明は、下地になる面に、水溶性樹脂層を図柄に応じて部分的に形成する工程
；
　その上に全面的に分子量３００００～７００００及び水酸基価１５０～２２０の非水溶
性樹脂を含む非水溶性樹脂層を形成する工程；
　その上に全面的に金属薄膜を形成する工程；及び
　水洗することにより、水溶性樹脂層、及び水溶性樹脂層の上方に存在する非水溶性樹脂
層の部位、金属薄膜の部位を除去する工程；
を包含する、金属薄膜の図柄層を形成する方法を提供する。
【００１４】
　ある一形態においては、前記非水溶性樹脂層の乾燥厚みが０．０１～１．５μｍである
。
【００１５】
　ある一形態においては、前記非水溶性樹脂層が、エポキシ樹脂、ポリオール、ポリアミ
ドからなる群から選択される非水溶性樹脂をバインダーとし、有機溶剤を溶媒とする溶剤
型塗料を用いて形成される。
【００１６】
　ある一形態においては、前記水溶性樹脂層が、水溶性樹脂をバインダーとし、シリカを
顔料とする水性樹脂インキを用いて形成される。
【００１７】
　また、本発明は、転写シートを構成する層のいずれかの面に上記いずれか記載の方法を
用いて金属薄膜の図柄層を形成する工程を包含する、転写シートの製造方法を提供する。
【００１８】
　また、本発明は、転写層を構成する層として、上記いずれか記載の方法により形成され
た金属薄膜の図柄層を有する転写シートを提供する。
【図面の簡単な説明】
【００１９】
【図１】本発明の金属薄膜の図柄層を形成する方法の一例を示す工程図である。
【図２】本発明の金属薄膜の図柄層を形成する方法の他の例を示す工程図である。
【図３】本発明の実施形態である転写シートの構造を示す断面図である。
【発明を実施するための形態】
【００２０】
　金属薄膜の図柄層を形成する方法
　図１は本発明の金属薄膜の図柄層を形成する方法の一例を示す工程図である。まず、図
１（ａ）に示す様に、金属薄膜の下地になる面１に、形成される金属薄膜の図柄に応じて
、水溶性樹脂層２を部分的に形成する。水溶性樹脂層２は、金属薄膜が下地に付着するの
を防止するマスクである。従って、水性樹脂層２は、下地になる面１の中で金属薄膜が付
着すべきでない部分に形成する。
【００２１】
　水性樹脂層は水性樹脂インキを用いて形成する。この水性樹脂インキは、好ましくは、
ポリビニルアルコールなどの水溶性樹脂をバインダーとし、シリカを顔料とする水性樹脂
インキである。水性樹脂層の形成方法は、印刷法等のインキを用いる通常の図柄形成方法
を用いればよい。具体的な方法としては、グラビア印刷法、スクリーン印刷法などがある
。
【００２２】
　次いで、図１（ｂ）に示す様に、水性樹脂層が形成された面の上に、全面的に非水溶性
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樹脂層３を形成する。この非水溶性樹脂層３は分子量３００００～７００００及び水酸基
価１５０～２２０の非水溶性樹脂を含む層である。
【００２３】
　ここで、非水溶性樹脂とは、室温における水に対する溶解度が約１０ｍｇ／ｄｍ３以下
の樹脂をいう。
【００２４】
　上記非水溶性樹脂３は比較的分子量が高く、適度な水酸基価を有するため、非水溶性樹
脂層３を水溶性樹脂層２の上に形成すると、非水溶性樹脂層３の一部が水溶性樹脂層２に
浸透する。その結果、非水溶性樹脂層３の水酸基が水溶性樹脂層２に含まれるシリカを凝
集するので、水溶性樹脂層２は強固にまとまった凝集物となる。
【００２５】
　すると、水洗工程において水溶性樹脂層２を除去する場合に、水溶性樹脂層２はまとま
ってシートから除去され、水性樹脂層の一部が下地に残存し難くなるので、転写シートの
金属薄膜が形成されていない部分において、高湿度環境下での小泡抑制効果が得られる。
【００２６】
　非水溶性樹脂の分子量が３００００未満であると非水溶性樹脂３の強靭性が悪くなり、
後述の後アンカー層３５を非水溶性樹脂層３の上に形成する際に非水溶性樹脂層３の表面
が荒れてしまう。その結果、非水溶性樹脂３の表面が白化して見えるので転写シートの意
匠性が損なわれる。７００００を超えると柔軟性が低下し溶剤に対する可溶性が悪くなる
。その結果、印刷適性が悪くなる。
【００２７】
　ここでいう非水溶性樹脂の分子量は数平均分子量を意味し、ＪＩＳ　Ｋ　７２５２に規
定された方法により決定することができる。
【００２８】
　また、非水溶性樹脂の水酸基価が１５０未満であると水洗工程において非水溶性樹脂層
３を越えて水溶性樹脂層２まで水が浸入しにくくなり、水溶性樹脂層２の除去が十分に行
えない。１５０未満であると非水溶性樹脂３の極性が低いためシリカを凝集させづらくな
り、水溶性樹脂層２は強固にまとまった凝集物として存在できなくなる。反対に、水酸基
価が２２０を超えると水洗工程において非水溶性樹脂層３の一部が侵食され、非水溶性樹
脂層３の表面形状が荒れてしまう。その結果、非水溶性樹脂層３が白化して見えるので転
写シートの意匠性が損なわれる。
【００２９】
　非水溶性樹脂の水酸基価はＪＩＳ　Ｋ　１５５７に規定された方法により決定すること
ができる。
【００３０】
　非水溶性樹脂の分子量は、好ましくは３００００～７００００、より好ましくは３００
００～５００００である。非水溶性樹脂の水酸基価は、好ましくは１５０～２２０、より
好ましくは２００～２２０である。
【００３１】
　非水溶性樹脂の具体例には、エポキシ樹脂、ポリオール、ポリアミド等がある。
【００３２】
　エポキシ樹脂
　エポキシ樹脂は一分子中に少なくとも２つのエポキシ基を有するエポキシ化合物に、エ
ポキシ基と反応する官能基を有する化合物を反応させて得られる樹脂である。
【００３３】
　エポキシ樹脂の種類としては、エピビスエポキシ樹脂、これをジオール、ジカルボン酸
、ジアミン等により鎖延長したもの；エポキシ化ポリブタジエン；ノボラックフェノール
型ポリエポキシ樹脂；ノボラッククレゾール型ポリエポキシ樹脂；ポリグリシジルアクリ
レート；脂肪族ポリオール又はポリエーテルポリオールのポリグリシジルエーテル；多塩
基性カルボン酸のポリグリシジルエステル等を挙げることができる。これらのうち、一般
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的なビスフェノールＡ型エポキシ樹脂や、ビスフェノールＦ型エポキシ樹脂、多官能基化
により樹脂との密着を上げることができるノボラックフェノール型ポリエポキシ樹脂、ノ
ボラッククレゾール型ポリエポキシ樹脂、ポリグリシジルアクリレートなどが好ましい。
【００３４】
　分子中にウレタン結合とエポキシ基とを有するエポキシウレタン樹脂も、ここで言うエ
ポキシ樹脂として用いることができる。エポキシウレタン樹脂は、一分子中に少なくとも
２つのエポキシ基を有するエポキシ化合物に、エポキシ基と反応する官能基を有するウレ
タン化合物を反応させて得られる。エポキシ基と反応する官能基としては、水酸基、カル
ボキシル基及びアミノ基などが挙げられ、エポキシ化合物と反応させるウレタン化合物と
してはポリウレタンジオール、ポリウレタンジカルボン酸、ポリウレタンジアミン等が挙
げられる。
【００３５】
　ポリオール
　ポリオールは複数の水酸基を有する化合物である。ポリオールとしては、ジオールに代
表されるポリオール、前記ポリオールと多塩基酸又はこれらの酸無水物類との反応物であ
るポリエステルポリオール、前記ポリオール類とε－カプロラクトンとの反応物であるポ
リカプロラクトンポリオール、前記ポリオール類と前記多塩基酸又はこれらの酸無水物類
のε－カプロラクトンとの反応物、ポリカーボネートポリオール、ポリマーポリオール等
が挙げられる。
【００３６】
　具体的には、ポリオールとして、ポリプロピレングリコール、ビスフェノールＡポリエ
トキシジオール、ポリテトラメチレングリコール等を用いることができる。
【００３７】
　ポリエステルポリオールとして、前記ポリオール類とコハク酸、マレイン酸、イタコン
酸、アジピン酸、水添ダイマー酸、フタル酸、イソフタル酸、テレフタル酸等の多塩基酸
又はこれらの酸無水物類との反応物等を用いることができる。
【００３８】
　ポリアミド
　ポリアミドは、ジアミンとジカルボン酸とを縮合反応させることによって調製される。
具体的には、ポリアミドとして、ナイロン６、ナイロン１１、ナイロン１２、ナイロン１
３、ナイロン６１０、ナイロン６１２、ナイロン６１６などや、これらのナイロン原料を
用いた共重合ナイロン（例えばナイロン６／１２）等を用いることができる。
【００３９】
　これらの非水溶性樹脂は、有機溶剤に溶解して、溶剤型塗料又は溶剤型インキ、例えば
、グラビア印刷インキとして使用すればよい。
【００４０】
　非水溶性樹脂層の形成は、特に断らない限り、従来と同様の方法によって行うことがで
きる。従来の層形成方法の例には、グラビアコート法、ロールコート法、コンマコート法
などのコート法、グラビア印刷法、スクリーン印刷法などの印刷法がある。
【００４１】
　非水溶性樹脂層を形成する際、非水溶性樹脂層の乾燥厚みは０．０１～１．５μｍ、好
ましくは０．０３～１．２μｍ、より好ましくは０．０５～１μｍになるように調整され
る。非水溶性樹脂層の乾燥厚みが０．０１μｍ未満であると、薄すぎて金属薄膜３を保護
できなくなり、金属薄膜３にキズが発生する。
１．５μｍを超えると水洗工程において、水溶性樹脂層２に水が浸透しにくくなり、水溶
性樹脂層２の除去が十分に行えなくなる。
【００４２】
　次いで、図１（ｃ）に示す様に、その上に全面的に金属薄膜４を形成する。金属薄膜に
使用する金属には、表現したい金属光沢色に応じてアルミニウム、ニッケル、金、白金、
クロム、鉄、銅、スズ、インジウム、銀、チタニウム、鉛、亜鉛など、これらの合金また
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は化合物がある。
【００４３】
　ある一形態において、金属薄膜は特許文献１などに記載されているような金属光沢と絶
縁性、電波透過性および静電スイッチと隣接しての使用適性を兼ね備えたものである。絶
縁性金属薄膜は、島のサイズ１ｎｍ～２μｍ、島の間隔２ｎｍ～５００ｎｍである島状構
造をなすものが好ましい。絶縁性金属薄膜に使用する金属としては、スズ、インジウム、
鉛、亜鉛、ビスマス、チタン、クロム、鉄、コバルト、ニッケル、ケイ素、ゲルマニウム
、又はこれらの合金からなる群から選ばれるものが使用できる。特に、絶縁性等の点から
、スズ、又はインジウムが好ましい。
【００４４】
　金属薄膜は従来と同様の方法で形成することができる。具体的な形成方法としては、真
空蒸着法、スパッターリング法、イオンプレーティング法、鍍金法などがある。
【００４５】
　次いで、水洗することにより、水溶性樹脂層２及び水溶性樹脂層の上方に存在する非水
溶性樹脂層の部位及び水溶性樹脂層の上方に存在する金属薄膜の部位４’を除去する。水
洗処理を行うには、水溶性樹脂層、非水溶性樹脂層及び金属薄膜が形成されたシート材料
を冷水または温水槽中に浸漬、もしくは冷水または温水シャワー放水を行いながら、金属
薄膜が形成された面を柔らかなブラシにより摩擦洗浄を行う。次いで、シートに付着して
いる水分を熱風乾燥により除去する。
【００４６】
　その結果、図１（ｄ）に示す様に、金属薄膜の下地になる面１に金属薄膜の図柄層４”
が形成される。下地になる面は、好ましくは、転写シートを構成する層のいずれかの面で
ある。下地になる面の具体例は、基体シート、離型層、ハードコート層及び前アンカー層
等の面である。
【００４７】
　図２は本発明の金属薄膜の図柄層を形成する方法の他の例を示す工程図である。図２中
の符号は図１と同意義である。
【００４８】
　図２（ｂ）及び（ｃ）に示す様に、非水溶性樹脂層３は、水溶性樹脂層２の上に全面的
に形成する代わりに、金属薄膜４の上に全面的に形成してもよい。水洗工程においては、
水性樹脂層２と共に水溶性樹脂層２の上方に存在する金属薄膜の部位４’も破壊されるた
め、非水溶性樹脂層３の水性樹脂層２に対する作用は金属薄膜４’によって妨害されない
。また、金属薄膜の上に形成された非水溶性樹脂層３は、水洗時の水圧やブラシによる摩
擦の作用から金属薄膜の図柄層４”を保護する保護層として機能しうるため、好ましい。
【００４９】
　転写シート
　図３は本発明の実施形態である転写シートの構造を示す断面図である。図３（ａ）は図
１に示された方法によって金属薄膜の図柄層が形成された場合の構造である。図３（ｂ）
は図２に示された方法によって金属薄膜の図柄層が形成された場合の構造である。
【００５０】
　基体シート３１の片面に接して転写層３２が設けられている。転写層３２は、ハードコ
ート層３３、前アンカー層３４、非水溶性樹脂層３、金属薄膜の図柄層４”、後アンカー
層３５及び接着層３６を有している。
【００５１】
　転写層を構成する層のうち各樹脂層の形成は、特に断らない限り、従来と同様の方法に
よって行うことができる。従来の層形成方法の例には、グラビアコート法、ロールコート
法、コンマコート法などのコート法、グラビア印刷法、スクリーン印刷法などの印刷法が
ある。
【００５２】
　基体シート
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　基体シート３１は、図柄層やハードコート層をシート上に支持する用途に従来から使用
されるシート材料又はフィルム材料から構成される。フィルム材料は合成樹脂からなるシ
ート材料をいう。合成樹脂としては、ポリプロピレン系樹脂、ポリエチレン系樹脂、ポリ
アミド系樹脂、ポリエステル系樹脂、アクリル系樹脂、ポリ塩化ビニル系樹脂などが使用
できる。その他、アルミニウム箔、銅箔などの金属箔、グラシン紙、コート紙、セロハン
などのセルロース系シート、あるいは以上の各シートの複合体など、通常の転写シートの
基体シートとして離型性を有するものを基体シートとして使用することができる。
【００５３】
　転写層
　転写層３２は基体シートの片面に設けられて基体シートから被装飾物の表面に転写され
る層をいう。転写層は、図１に示された方法によって金属薄膜の図柄層が形成された場合
は、図３（ａ）に示す様に、基体シートの側から順に積層された前アンカー層３４、非水
溶性樹脂層３、金属薄膜の図柄層４”及び後アンカー層３５を有する。また、図２に示さ
れた方法によって金属薄膜の図柄層が形成された場合は、図３（ｂ）に示すように、基体
シートの側から順に積層された前アンカー層３４、金属薄膜の図柄層４”、非水溶性樹脂
層３及び後アンカー層３５を有する。
【００５４】
　また、転写層３２は、要すれば基体シート３１と前アンカー層３４との間に、ハードコ
ート層３３や図柄層（非表示）、また後アンカー層３５の露出表面に隣接して、追加のア
ンカー層（非表示）や接着層３６を有してよい。
【００５５】
　前アンカー層３４は金属箔膜の図柄層４”を転写層に密着させる樹脂層である。前アン
カー層はシート面の全体に形成され、転写層が物品に転写された後は、ハードコート層等
とともに、金属薄膜の図柄層４”を傷等から保護して耐腐食性を向上させる役割も果たす
。
【００５６】
　前アンカー層に使用する樹脂には、二液性硬化ウレタン樹脂、熱硬化ウレタン樹脂、メ
ラミン系樹脂、セルロースエステル系樹脂、塩素含有ゴム系樹脂、塩素含有ビニル系樹脂
、アクリル系樹脂、エポキシ系樹脂、ビニル系共重合体樹脂などがある。
【００５７】
　金属薄膜の図柄層４”は転写層に金属光沢の外観を付与する金属層である。金属薄膜の
図柄層は、上述の金属薄膜の図柄層を形成する方法により、転写層のシート面の一部分に
形成される。
【００５８】
　後アンカー層３５は金属箔膜の図柄層４”を接着層や被装飾物に密着させる樹脂層であ
る。後アンカー層はシート面の全体に形成され、接着剤層や被装飾物に含まれる腐食成分
から金属薄膜の図柄層４”を保護して耐腐食性を向上させる役割も果たす。
【００５９】
　後アンカー層は、前アンカー層に使用する樹脂の中から適宜選択される樹脂を用いて形
成される。後アンカー層を形成する樹脂として、２液性硬化ウレタン樹脂、熱硬化ウレタ
ン樹脂、メラミン系樹脂、セルロースエステル系樹脂、塩素含有ゴム系樹脂、塩素含有ビ
ニル系樹脂、アクリル系樹脂、エポキシ系樹脂、ビニル系共重合体樹脂などを使用するこ
とができる。
【００６０】
　ハードコート層３３は、必要に応じて、基体シートと前アンカー層との間に形成される
樹脂層である。ハードコート層は、転写後、基体シートを被装飾物から剥離したときに、
装飾物の表面に配置され、転写層を保護するために一定以上の硬度を有している。ハード
コート層の材質としては、シアノアクリレート系やウレタンアクリレートなどの電離放射
線硬化性樹脂や、アクリル系やウレタン系などの熱硬化性樹脂が挙げられるが、特に限定
されない。
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【００６１】
　接着層３６は、必要に応じて、転写層の被装飾物に最も近い面に設けられる。接着層は
、転写時に、転写層と被装飾物とを接着するものである。接着層としては、被装飾物に適
した感熱性あるいは感圧性の樹脂を適宜使用する。たとえば、被装飾物の材質がアクリル
系樹脂の場合はアクリル系樹脂を用いるとよい。
【００６２】
　また、被装飾物の材質がポリフェニレンオキシド・ポリスチレン系樹脂、ポリカーボネ
ート系樹脂、スチレン共重合体系樹脂、ポリスチレン系ブレンド樹脂の場合は、これらの
樹脂と親和性のあるアクリル系樹脂、ポリスチレン系樹脂、ポリアミド系樹脂などを使用
すればよい。さらに、被装飾物の材質がポリプロピレン樹脂の場合は、塩素化ポリオレフ
ィン樹脂、塩素化エチレン－酢酸ビニル共重合体樹脂、環化ゴム、クマロンインデン樹脂
が使用可能である。
【００６３】
　基体シートと転写層との間には更に剥離層を形成してもよい。剥離層は転写時に基体シ
ートと一緒になって転写層から分離するものであってよく、基体シートから分離して転写
層の最外表面を形成するものであってもよい。離型層の材質としては、メラミン系樹脂、
シリコーン系樹脂、フッ素系樹脂、セルロース誘導体、尿素系樹脂、ポリオレフィン系樹
脂、パラフィン系樹脂およびこれらの複合物などを用いることができる。
【００６４】
　また、転写層には図柄層を追加してよく、その場合は、ハードコート層より被装飾物側
、例えばハードコート層と前アンカー層の間に図柄層を形成すれば、追加した図柄が十分
に保護される。
【００６５】
　図柄層の材質としては、ポリビニル系樹脂、ポリアミド系樹脂、ポリアクリル系樹脂、
ポリウレタン系樹脂、ポリビニルアセタール系樹脂、ポリエステルウレタン系樹脂、セル
ロースエステル系樹脂、アルキッド樹脂などの樹脂をバインダーとし、適切な色の顔料ま
たは染料を着色剤として含有する着色インキを用いるとよい。また、金属発色させる場合
には、アルミニウム、チタン、ブロンズ等の金属粒子やマイカに酸化チタンをコーティン
グしたパール顔料を用いることもできる。
【００６６】
　図柄層の形成方法としては、オフセット印刷法、グラビア印刷法、スクリーン印刷法な
どの通常の印刷法などを用いるとよい。特に、多色刷りや階調表現を行うには、オフセッ
ト印刷法やグラビア印刷法が適している。また、単色の場合には、グラビアコート法、ロ
ールコート法、コンマコート法などのコート法を採用することもできる。
【００６７】
　転写シートの製造方法
　本発明の転写シートは、上述の金属薄膜の図柄層を形成する方法により、転写層のシー
ト面の一部分に金属薄膜を形成すること以外は従来の転写シートと同様にして製造される
。
【００６８】
　例えば、基体シートを準備し、その片面に、転写層を構成する層を順次形成する。転写
層を構成する層としては、上述のように、ハードコート層、図柄層、前アンカー層、非水
溶性樹脂層、金属薄膜の図柄層、後アンカー層、追加のアンカー層、接着層などがある。
転写層が接する側の基体シートの面には、要すれば離型層を形成しておく。
【００６９】
　例えば、基体シート３１の片面に転写層としてハードコート層３３、前アンカー層３４
まで形成し、前アンカー層３４の面の上に金属薄膜の図柄層を形成する。次いで、後アン
カー層３５を形成し、接着層３６のような転写層を構成するその他の層を形成して、基体
シート３１の片面に転写層３２が形成された本発明の転写シートが得られる。
【００７０】



(10) JP 2012-24944 A 2012.2.9

10

20

30

40

50

　物品の装飾方法
　本発明の転写シートを使用して熱ロール転写やインモールド成形などにより、物品を装
飾することができる。例えば、熱ロール転写においては、転写シートの接着層側（基体シ
ートの反対側）の面を被装飾物の表面に重ね、ロール転写機、アップダウン転写機などの
転写機を用いて、転写シートの基体シート側から熱及び圧力をかける。こうすることによ
り、転写シートが被装飾物の表面に接着する。次いで、冷却後に基体シートを剥離すると
、転写層が被装飾物の表面に転写されて、物品の表面が装飾される。
【００７１】
　また、インモールド成形においては、まず、成形用金型内に、基体シートが金型の内面
に接するような向きに転写シートを送り込む。次いで、金型を閉じ、溶融樹脂が転写シー
トの接着層側（基体シートの反対側）の面に接するように、すなわち、転写シートが溶融
樹脂と金型の内面に挟まれるように、溶融樹脂を金型内に充満させる。その結果、溶融樹
脂は成形され、同時に転写シートは樹脂成形品の表面に接着される。樹脂成形品を冷却し
、金型を開いて樹脂成形品を取り出す。最後に基体シートを剥離すると、転写層が樹脂成
形品の表面に転写されて、樹脂成形品の表面が装飾される。
【００７２】
　被装飾物の材質は、従来から転写シートによって装飾されてきたもの、又は接着層の成
分を工夫して転写層をその表面に接着させることができるものであれば特に限定されない
。各種合成樹脂、金属、ガラス、木、紙でなる部材、これらの塗装物及び装飾物は、被装
飾物として用いられる。特に好ましい被装飾物は合成樹脂及びガラス等の透明な材料であ
る。本発明の転写層は透明部分を有することができ、高湿度環境下でも長期間その部分に
小泡が発生せず、透明性が維持されるからである。
【００７３】
　以下の実施例により本発明を具体的に説明するが、本発明はこれらに限定されない。尚
、実施例中「部」又は「％」で表される量は特に断りなき限り重量基準である。
【実施例】
【００７４】
　実施例１
　基体シートとして厚み３８μｍのポリエチレンテレフタレートフイルムを準備した。こ
の基体シートの上に、メラミン樹脂系離型剤を塗布乾燥して離型層を形成した。その後、
メラミン系樹脂を含む塗料を塗布乾燥してハードコート層を形成した。ハードコート層の
上に、アクリル樹脂を含む塗料を塗布し、前アンカー層を形成した。
【００７５】
　バインダーとしてポリビニルアルコールを含み顔料としてシリカを含む水性樹脂インキ
を用いて前アンカー層の表面に５ｃｍ×４ｃｍ及び乾燥厚み１μｍの水性樹脂層を形成し
た。真空蒸着法を行って、前アンカー層表面および水性樹脂層の上に、島状構造で絶縁性
を備えた厚み１５ｎｍのスズ薄膜を形成した。
【００７６】
　数平均分子量（Ｍｎ）３００００、水酸基価２００のエポキシ樹脂を溶媒としてＭＥＫ
に溶解することにより、濃度１０重量％の塗料を調製した。
【００７７】
　エポキシ樹脂の分子量はＪＩＳ　Ｋ　７２５２に準拠してゲルパーミエーションクロマ
トグラフィ（ＧＰＣ）法によって測定した。また、エポキシ樹脂の水酸基価は、ＪＩＳ　
Ｋ１５５７に準拠して測定した。
【００７８】
　スズ薄膜の上に得られた塗料を塗布乾燥して厚み０．０８μｍの非水溶性樹脂層を形成
した。水で洗浄することにより、水性樹脂層と水性樹脂層の上に存在するスズ薄膜及び非
水溶性樹脂層を除去した。
【００７９】
　数平均分子量（Ｍｎ）６５０００、水酸基価１．４のポリウレタンポリオールを溶剤と
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してメチルエチルケトンに溶解して後アンカー層を形成するための塗料を調製した。
【００８０】
　スズ薄膜が一部除去された積層シートの上に、得られた塗料を塗布乾燥してスズ薄膜表
面からの厚み１．０μｍの後アンカー層を形成した。更にアクリル系樹脂を含む塗料を塗
布乾燥して接着層を形成して、転写フィルムを得た。上記工程において樹脂層の形成は全
てグラビアコート法にて行った。
【００８１】
　得られた転写フィルムを金型に入れて、ＰＭＭＡ樹脂のインモールド成形を行い、５ｃ
ｍ×４ｃｍの透明な窓部分及びその窓部分を取り囲む金属色部分を有する厚み２．０ｍｍ
のＰＭＭＡ樹脂の板を得た。
【００８２】
　このＰＭＭＡ装飾板を６０℃の温水浴に６時間浸漬した。温水浴から取り出したＰＭＭ
Ａ装飾板を乾燥させ、窓部分に小泡が発生しているか、及びその個数を調べ、評価した。
結果を表１に示す。
【００８３】
　実施例２～９及び比較例１～４
　後アンカー層を形成する材料を表１に示すように変更したこと以外は実施例１と同様に
して転写フィルムを作製し、５ｃｍ×４ｃｍの透明な窓部分及びその窓部分を取り囲む金
属色部分を有する厚み２．０ｍｍのＰＭＭＡ樹脂の板を得、耐湿性を試験した。結果を表
１に示す。
【００８４】

【表１】

評価基準：
○：　　　　　　5cm×4cmに、小泡が全く発生しない
△：　　　　　　5cm×4cmに、小泡が１～３個発生
×：　　　　　　5cm×4cmに、小泡が４個以上発生
【符号の説明】
【００８５】
　１…金属薄膜の下地になる面、
　２…水溶性樹脂層、
　３…非水溶性樹脂層、
　４…金属薄膜、
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　４”…金属薄膜の図柄層、
　３１…基体シート、
　３２…転写層、
　３３…ハードコート層、
　３４…前アンカー層、
　３５…後アンカー層、
　３６…接着層。

【図１】 【図２】
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【図３】
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